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司
馬
相
如
「
長
門
賦
」
小
考

四
九

一
、
は
じ
め
に

　
「
買
賦
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
李
白
「
白
頭
吟
」
に
見
え
る
言

葉
で
、
金
銭
を
も
っ
て
文
章
を
買
い
、
そ
れ
に
よ
り
自
分
の
思
う
と

お
り
に
こ
と
を
進
め
る
こ
と
を
示
す（
１
）。
出
典
と
な
る
話
柄
は
、
司
馬

相
如
「
長
門
賦
」
の
序
文
に
み
え
る
。
賦
を
買
っ
た
の
は
漢
の
武
帝

の
正
室
陳
皇
后
で
あ
り
、
買
っ
た
賦
を
武
帝
に
聞
か
せ
る
こ
と
で
寵

愛
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
「
白
頭
吟
」
は
司
馬
相
如
が
妾
を
取
ろ
う
と
し
た
時
に
、
そ
の
妻

卓
文
君
が
「
白
頭
吟
」
を
作
っ
て
絶
縁
し
よ
う
と
し
、
司
馬
相
如
は

妾
を
取
る
こ
と
を
止
め
た
と
い
う
故
事
に
由
来
す
る
楽
府
題
で
あ

る
。「
長
門
賦
」
を
作
っ
て
陳
皇
后
の
失
わ
れ
た
寵
愛
を
取
り
戻
す

の
に
一
役
買
っ
た
司
馬
相
如
が
、
自
身
が
妾
を
囲
お
う
と
し
た
と
こ

ろ
卓
文
君
に
「
白
頭
吟
」
を
歌
わ
れ
絶
縁
の
意
思
を
伝
え
ら
れ
る
と

司
馬
相
如
「
長
門
賦
」
小
考

鈴　

木 　

崇　

義

は
、
な
ん
と
皮
肉
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。
結
果
と
し
て
、
司
馬
相
如
は

妾
を
囲
う
こ
と
を
や
め
た
と
さ
れ
る
が
、
陳
皇
后
の
寵
愛
を
取
り
戻

し
た
こ
と
も
含
め
司
馬
相
如
は
そ
の
人
物
伝
か
ら
作
品
に
至
る
ま
で

様
々
な
逸
話
に
彩
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
「
長
門
賦
」
は
、『
文
選
』
巻
十
六
「
哀
傷
」
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、

作
品
の
主
人
公
で
あ
る
陳
皇
后
の
、
自
分
が
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
痛

切
な
悲
し
み
を
述
べ
た
作
品
で
あ
る
。
司
馬
相
如
の
代
表
作
「
子
虚

上
林
賦
」（「
天
子
遊
猟
賦
」）
や
「
美
人
賦
」、「
大
人
賦
」
は
列
伝

に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
考
察
す
る
「
長
門
賦
」
は
、『
史
記
』、

『
漢
書
』
に
そ
の
名
は
み
え
な
い（
２
）。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
長
門
賦
」
に
は
序
文
に
あ
る
よ
う
な
、
陳
皇

后
が
司
馬
相
如
に
賦
を
作
ら
せ
主
上
を
悟
ら
せ
た
と
い
う
話
柄
が
、

史
書
に
明
確
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　

本
論
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
議
論
も
と
に
「
長
門
賦
」
に
検
討



五
〇

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
七
輯

を
加
え
、「
長
門
賦
」
が
も
た
ら
し
た
文
学
史
的
展
開
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、
作
品
の
主
人
公
た
る
陳
皇
后
と
舞
台
と
な
る
長

門
宮
に
つ
い
て
み
て
ゆ
こ
う
。

二
、
陳
皇
后
と
長
門
宮

　

陳
皇
后
は
幼
名
を
阿
嬌
と
い
い
、
漢
の
武
帝
と
は
い
と
こ
同
士
で

あ
っ
た
が
、
陳
皇
后
の
母
の
長
公
主
嫖
に
よ
っ
て
、
武
帝
の
最
初
の

正
室
と
な
っ
た
。
こ
の
二
人
が
い
か
に
し
て
出
会
っ
た
か
に
つ
い
て

は
、『
史
記
』
や
『
漢
書
』
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
次
に
掲
げ

る
二
人
の
出
会
い
を
述
べ
る
逸
話
は
、
広
く
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

數
歳
、
長
公
主
嫖
抱
置
膝
上
、
問
曰
、
兒
欲
得
婦
不
。
膠
東
王

曰
、
欲
得
婦
。
長
主
指
左
右
長
御
百
餘
人
、
皆
云
不
用
。
末
指

其
女
問
曰
、
阿
嬌
好
不
。
於
是
乃
笑
對
曰
、
好
、
若
得
阿
嬌
作

婦
、
當
作
金
屋
貯
之
也
。
長
主
大
悦
、
乃
苦
要
上
、
遂
成
婚
焉
。

數
歳
に
し
て
、
長
公
主
嫖 

抱
へ
て
膝
上
に
置
き
、
問
ひ
て
曰

は
く
、
兒
は
婦
を
得
ん
と
欲
せ
ざ
る
や
不い
な

や
と
。
膠
東
王
（
引

用
者
注
：
後
の
漢
の
武
帝
）
曰
は
く
、
婦
を
得
ん
と
欲
す
。
長

主 

左
右
の
長
御
百
餘
人
を
指
す
も
、
皆 

用
ゐ
ず
と
云
ふ
。
末

に
其
の
女
を
指
し
問
ひ
て
曰
は
く
、
阿
嬌
は
好よ

き
や
不
や
と
。

是
に
於
て
乃
ち
笑
ひ
て
對
へ
て
曰
は
く
、
好
し
、
若
し
阿
嬌
を

得
て
婦
と
作
さ
ば
、
當
に
金
屋
を
作
り
て
之
を
貯
ふ
べ
き
な
り

と
。
長
主
大
い
に
悦
び
、
乃
ち
苦し
き

り
に
上
に
要
め
、
遂
に
婚
を

成
す
。 

（『
漢
武
故
事
』）

　

こ
こ
に
登
場
す
る
長
公
主
嫖
は
武
帝
の
お
ば
に
あ
た
り
、
阿
嬌
は

長
公
主
の
娘
で
あ
る
。
武
帝
が
皇
帝
に
即
位
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
こ
の
長
公
主
の
力
に
拠
る
こ
と
が
大
き
い
と
、『
漢
書
』
外
戚
伝

は
伝
え
る
。
こ
う
し
て
二
人
は
夫
婦
と
な
り
阿
嬌
は
陳
皇
后
と
な
っ

た
が
、
二
人
の
間
に
は
十
数
年
の
あ
い
だ
子
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
う
ち
、
武
帝
の
関
心
は
後
に
衛
皇
后
と
な
る
衛
子
夫
に
向
か
い
、

や
が
て
衞
子
夫
と
の
間
に
は
三
人
の
皇
女
が
生
ま
れ
た
。
一
方
の
陳

皇
后
は
次
第
に
寵
愛
を
失
っ
て
い
っ
た
。
や
が
て
、
陳
皇
后
が
巫
蠱

の
呪
詛
を
行
っ
て
い
る
と
噂
が
立
ち
、
元
光
五
（
前
一
三
〇
）
年
に

武
帝
は
大
が
か
り
な
捜
査
を
命
じ
た
。
結
果
、
楚
服
と
い
う
巫
女
が

巫
蠱
の
呪
い
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
発
覚
し
た
。楚
服
は
梟
首
さ
れ
、

こ
の
他
の
関
係
者
三
百
人
あ
ま
り
が
連
座
し
た
。
陳
皇
后
も
取
り
調

べ
を
受
け
関
係
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
皇
帝
は
勅
書
を
与

え
て
長
門
宮
に
移
さ
せ
た
。「
皇
后
序
を
失
ひ
、
巫
祝
に
惑
ひ
、
以



司
馬
相
如
「
長
門
賦
」
小
考

五
一

て
天
命
を
承
く
べ
か
ら
ず
。
其
れ
璽
綬
を
上
た
て
ま
つり
、
罷
退
し
て
長
門
宮

に
居
れ（
３
）。」
こ
う
し
て
陳
皇
后
は
皇
后
の
位
を
廃
せ
ら
れ
、
十
数
年

の
後
に
寂
し
く
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
あ
る（
４
）。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
長
門
宮
は
、
陳
皇
后
の
母
で
あ
る
嫖
に
よ
り
武

帝
に
献
上
さ
れ
た
長
門
園
が
長
門
宮
に
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

献
上
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』
東
方
朔
伝
に
詳
細
な
記

録
が
あ
る
。
以
下
、
概
略
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

　

武
帝
の
お
ば
で
あ
り
陳
皇
后
の
母
で
あ
る
館
陶
公
主
（
嫖
）
は
、

竇
太
主
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
堂
邑
侯
の
陳
午
と
い
う
男
の
妻
に

な
っ
た
。
陳
午
が
死
ん
だ
時
、公
主
は
五
十
歳
あ
ま
り
で
あ
っ
た
が
、

や
が
て
、
自
分
の
と
こ
ろ
に
出
入
り
し
て
い
た
真
珠
売
り
の
母
に
連

れ
ら
れ
て
き
て
い
た
美
少
年
の
董と
う
え
ん偃
を
近
づ
け
て
寵
愛
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
後
、
董
偃
は
公
主
に
引
き
取
ら
れ
、
学
問
や
武
芸
を

学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

公
主
の
董
偃
に
対
す
る
寵
愛
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
た
こ
ろ
、

ひ
そ
か
に
公
主
と
通
じ
て
い
る
こ
と
を
不
安
に
感
じ
て
い
た
董
偃
は

友
人
の
爰え
ん
し
ゅ
く叔に

相
談
を
し
た
。
爰
叔
は
、
長
門
園
を
陛
下
に
献
上
す

る
よ
う
公
主
に
申
し
出
る
と
よ
い
。
こ
の
提
案
が
あ
な
た
の
も
の
で

あ
る
こ
と
を
陛
下
が
知
れ
ば
、
あ
な
た
も
安
心
だ
ろ
う
、
と
進
め
た
。

董
偃
は
爰
叔
の
言
う
と
お
り
公
主
に
進
言
し
、
公
主
も
即
座
に
武
帝

に
長
門
園
を
献
上
し
た
。
武
帝
は
非
常
に
喜
び
、
長
門
園
を
あ
ら
た

め
長
門
宮
と
し
た
の
で
あ
る（
５
）。

　

以
上
、
陳
皇
后
と
長
門
宮
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

か
を
確
認
し
た
。
史
書
に
は
、
や
は
り
陳
皇
后
が
再
び
寵
愛
を
得
た

と
い
う
記
述
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
長
門
宮
が
陳
皇
后
に
と
っ
て

ゆ
か
り
あ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
で
き
よ
う
。

三
、「
長
門
賦
」
へ
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て

　

先
に
も
述
べ
た
が
、「
長
門
賦
」
は
『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
多
く

の
読
者
を
得
た
。
同
時
に
、「
長
門
賦
」
に
対
す
る
様
々
な
意
見
や

議
論
も
な
さ
れ
た
。
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
概
ね
次
の
三
点
に
集
約

さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

一
、 

序
文
に
述
べ
ら
れ
た
出
来
事
が
史
書
や
同
時
代
史
料
に
よ
り

確
認
で
き
な
い
た
め
、
司
馬
相
如
に
仮
託
し
た
偽
作
で
あ
る

と
す
る
意
見
。

　

二
、 

序
文
の
み
が
偽
作
で
あ
り
本
文
は
司
馬
相
如
の
作
で
あ
る
と

す
る
意
見
。

　

三
、 

歴
史
的
事
実
が
確
認
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
偽
作
で
あ

る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
意
見
。

　

以
下
、
こ
れ
ら
の
議
論
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　
「
長
門
賦
」
に
対
す
る
疑
義
に
つ
い
て
、
唐
以
前
に
早
く
も
南
朝



五
二

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
七
輯

斉
の
陸
厥
が
「
与
沈
約
書
」
に
て
「
長
門
・
上
林
、
殆
非
一
家
之
賦
。

（
長
門
・
上
林
は
、
殆
ん
ど
一
家
の
賦
に
非
ず（
６
）。）」
と
、「
長
門
賦
」

と
「
上
林
賦
」
は
同
じ
司
馬
相
如
の
作
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と

述
べ
て
い
る
。
続
く
唐
代
に
お
い
て
は
、『
文
選
』
六
臣
注
の
う
ち

呂
延
濟
は
よ
り
明
確
に
、「
濟
曰
、
陳
皇
后
復
得
親
幸
。
案
諸
史
傳
、

並
無
此
文
。
恐
叙
書
之
誤
。（
濟
曰
は
く
、
陳
皇
后 

復
た
親
幸
せ
ら

る
る
を
得
と
。
諸
史
傳
を
案
ず
る
に
、
並
び
に
此
の
文
無
し
。
恐
ら

く
は
叙
書
の
誤
な
ら
ん
。）」
と
、
史
書
に
こ
の
話
柄
が
見
え
な
い
こ

と
を
根
拠
に
記
録
上
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。一
方
、

『
藝
文
類
聚
』
巻
三
五
「
妬
」
に
は
『
漢
書
』
を
引
用
し
て
「
漢
書
曰
、

武
帝
陳
皇
后
為
妒
、
別
在
長
門
宮
。
司
馬
相
如
作
賦
、
皇
后
復
親
幸
。

（
漢
書
に
曰
は
く
、
武
帝 

陳
皇
后
に
妒ね
た

ま
れ
、
別
に
長
門
宮
に
在
り
。

司
馬
相
如 

賦
を
作
り
、
皇
后 

復
た
親
幸
せ
ら
る
。）」
と
あ
る
。
唐

代
に
は
現
在
伝
わ
る
『
漢
書
』
と
は
違
う
テ
キ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
い

た
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
ま
っ
た
く
序
文
を
史
実
に
基
づ
く
も
の
で

は
な
い
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
序
文
に
述
べ
て
い
る
内
容
が
、
史

書
に
見
え
な
い
こ
と
へ
の
指
摘
は
な
さ
れ
て
い
た
。

文
選
載
、
揚
子
雲
解
嘲
有
序
、
揚
子
雲
甘
泉
賦
有
序
、
賈
誼
鵩

鳥
賦
有
序
、
禰
正
平
鸚
鵡
賦
有
序
、
司
馬
長
卿
長
門
賦
有
序
、

漢
武
帝
秋
風
辭
有
序
、
劉
子
駿
移
書
責
太
常
博
士
有
序
。
以
上

皆
非
序
也
。
乃
史
辭
也
。
昭
明
摘
史
辭
以
爲
序
誤
也
。

文
選
載
す
る
に
、
揚
子
雲
の
解
嘲
に
序
有
り
、
揚
子
雲
の
甘
泉

賦
に
序
有
り
、
賈
誼
の
鵩
鳥
賦
に
序
有
り
、
禰
正
平
の
鸚
鵡
賦

に
序
有
り
、
司
馬
長
卿
の
長
門
賦
に
序
有
り
、
漢
武
帝
の
秋
風

辭
に
序
有
り
、
劉
子
駿
の
移
書
責
太
常
博
士
に
序
有
り
。
以
上

は
皆 

序
に
非
ざ
る
な
り
。
乃
ち
史
の
辭
な
り
。
昭
明 

史
の
辭

を
摘
み
以
て
序
と
爲
す
は
誤
な
り
。 

※
傍
線
は
筆
者
に
よ
る

 

（
王
觀
國
『
学
林
』
巻
七
「
古
賦
序
」）

　

続
く
宋
代
に
い
た
る
と
、
王
観
国
は
序
文
が
附
さ
れ
た
作
品
を
列

挙
し
て
、こ
れ
ら
の
作
品
に
は
い
ず
れ
も
序
文
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
序
文
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
収
録
し
て
い
る
歴
史

書
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
序
文
に
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。『
文

選
』
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
作
品
で
序
文
が
あ
る
も
の
は
、
実
は
そ

の
作
品
を
伝
え
る
記
述
を
『
文
選
』
の
編
者
で
あ
る
昭
明
太
子
が
序

と
し
て
仕
立
て
上
げ
た
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る（
７
）。

長
門
賦
者
、
司
馬
相
如
之
所
作
也
。
歸
來
子
曰
、
此
諷
也
、
非

髙
唐
・
洛
神
之
比
。
梁
蕭
統
文
選
云
、
漢
武
帝
陳
皇
后
得
幸
、

頗
妬
別
在
長
門
宮
、
聞
蜀
郡
司
馬
相
如
天
下
工
爲
文
、
奉
黄
金

百
斤
爲
相
如
・
文
君
取
酒
、
因
求
解
悲
愁
之
辭
。
而
相
如
爲
文



司
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以
悟
主
上
、
皇
后
復
得
幸
。
而
漢
書
皇
后
及
相
如
傳
、
無
奉
金

求
賦
復
幸
事
。
然
此
文
古
妙
、
最
近
楚
辭
。
或
者
相
如
以
后
得

罪
、
自
爲
文
以
諷
、
非
后
求
之
、
不
知
敍
者
何
從
實
此
云
。

長
門
賦
は
、
司
馬
相
如
の
作
る
所
な
り
。
歸
來
子
曰
は
く
、
此

れ
諷
な
り
、
髙
唐
・
洛
神
の
比
に
非
ず
。
梁
の
蕭
統
の
文
選
に

云
ふ
、
漢
の
武
帝
の
陳
皇
后
幸
せ
ら
る
る
を
得
、
頗
る
妬
み
別

れ
て
長
門
宮
に
在
り
、
蜀
郡
の
司
馬
相
如 

天
下
に
工
に
文
を

爲
る
を
聞
き
、
黄
金
百
斤
を
奉
じ
て
相
如
・
文
君
の
爲
め
に
酒

を
取
り
、
因
り
て
悲
愁
を
解
く
の
辭
を
求
む
。
而
し
て
相
如
文

を
爲
り
て
以
て
主
上
を
悟
ら
し
め
、
皇
后
復
た
幸
せ
ら
る
る
を

得
た
り
。
而
れ
ど
も
漢
書
の
皇
后
及
び
相
如
の
傳
に
、
金
を
奉

じ
て
賦
を
求
め
復
た
幸
せ
ら
る
る
の
事
無
し
。
然
れ
ど
も
此
の

文
古
妙
に
し
て
、
最
も
楚
辭
に
近
し
。
或
る
者 
相
如
后
の
罪

を
得
る
を
以
て
、
自
ら
文
を
爲
り
て
以
て
諷
し
、
后
の
之
を
求

む
る
に
非
ず
と
、
敍
す
る
者
何
に
從
り
て
此
を
實
と
す
る
か
を

知
ら
ず
と
云
ふ
。

 

（
朱
子
『
楚
辞
後
語
』
巻
二
「
長
門
賦
」
解
題
）

　

続
け
て
、
朱
子
の
『
楚
辞
後
語
』
を
見
て
み
よ
う
。
朱
子
は
、「
長

門
賦
」
の
序
文
に
あ
る
逸
話
に
つ
い
て
、『
漢
書
』
等
の
歴
史
書
に

は
陳
皇
后
が
大
金
で
司
馬
相
如
か
ら
賦
を
買
っ
た
と
い
う
記
述
が
無

い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
一
方
で
、「
長
門
賦
」
本
文
に
つ
い
て
は
「
此

の
文
古
妙
な
り
」
と
古
風
な
趣
き
が
あ
る
点
を
評
価
し
て
い
る
。
つ

づ
く
元
の
祝
堯
も
『
古
賦
辨
體
』
に
お
い
て
、『
楚
辞
後
語
』
の
指

摘
を
踏
襲
し
つ
つ
「
長
門
賦
」
に
用
い
ら
れ
る
表
現
技
法
を
詩
の
六

義
に
沿
っ
て
解
釈
し
、
さ
ら
に
、「
長
門
賦
」
は
読
む
人
を
感
動
さ

せ
る
内
容
を
持
っ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る（
８
）。

古
人
爲
賦
多
假
設
之
辭
、
序
述
往
事
以
爲
點
綴
、
不
必
一
一
符

同
也
。
子
虚
亡
是
公
烏
有
先
生
之
文
、
已
肇
始
於
相
如
矣
。
後

之
作
者
實
祖
此
意
、
謝
莊
月
賦
、
陳
王
初
喪
應
劉
、
端
憂
多
暇
。

又
曰
抽
毫
進
牘
、
以
命
仲
宣
。

按
王
粲
以
建
安
二
十
一
年
從
征
呉
、
二
十
二
年
春
道
病
卒
。
徐

陳
應
劉
一
時
俱
逝
、
亦
是
歳
也
。
至
明
帝
太
和
六
年
、
植
封
陳

王
。
豈
可
掎
摭
史
傳
以
議
此
賦
之
不
合
哉
。
庾
信
枯
樹
賦
、
既

言
殷
仲
文
出
爲
東
陽
太
守
、乃
復
有
桓
大
司
馬
、亦
同
此
例
（
仲

文
爲
桓
玄
侍
中
、
桓
大
司
馬
則
玄
之
父
温
也
。
此
乃
因
仲
文
有

此
樹
婆
娑
之
言
、
桓
元
子
有
木
猶
如
此
之
歎
、
遂
以
二
事
凑
合

成
文
）。
而
長
門
賦
所
云
陳
皇
后
復
得
幸
者
、
亦
本
無
其
事
。

俳
諧
之
文
、
不
當
與
之
莊
論
矣
（
長
門
賦
乃
後
人
託
名
之
作
、

相
如
以
元
狩
五
年
卒
、安
得
言
孝
武
皇
帝
哉
）。陳
后
復
幸
之
云
、

正
如
馬
融
長
笛
賦
所
謂
屈
平
適
樂
國
、
介
推
還
受
禄
也
。
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古
人 

賦
を
爲
る
に
假
設
の
辭
多
く
、
往
事
を
序
述
し
て
以
て

點
綴
と
爲
し
、
必
ず
し
も
一
一
符
同
せ
ざ
る
な
り
。
子
虚
亡
是

公
烏
有
先
生
の
文
、
已
に
相
如
に
肇
始
す
。
後
の
作
者
實
に
此

の
意
を
祖
と
し
、
謝
莊
の
月
賦
に
、
陳
王
初
め
て
應
劉
を
喪
ひ
、

端
憂
し
て
暇
多
し
と
。
又
曰
は
く
毫
を
抽
き
て
牘
を
進
め
、
以

て
仲
宣
に
命
ず
と
。

按
ず
る
に
王
粲
は
建
安
二
十
一
年
に
呉
に
從
征
し
、
二
十
二
年

春
道
に
病
あ
り
て
卒
す
。
徐
・
陳
・
應
・
劉
一
時
に
俱
に
逝
く

も
、
亦
た
是
の
歳
な
り
。
明
帝
の
太
和
六
年
に
至
り
、
植 

陳

王
に
封
ぜ
ら
る
。
豈
に
史
傳
を
掎き
せ
き摭

し
て
以
て
此
の
賦
の
合
せ

ざ
る
を
議
す
べ
け
ん
や
。
庾
信
の
枯
樹
賦
に
、
既
に
殷
仲
文
出

で
て
東
陽
太
守
と
爲
り
、乃
ち
復
た
桓
大
司
馬
有
り
と
言
ふ
も
、

亦
た
此
の
例
に
同
じ
な
り
（
仲
文 

桓
玄
の
侍
中
爲
り
、
桓
大

司
馬
は
則
ち
玄
の
父
温
な
り
。
此
れ
乃
ち
仲
文
に
此
の
樹
婆
娑

た
り
の
言
有
り
、
桓
元
子
に
木
猶
ほ
此
の
如
し
の
歎
有
る
に
因

り
て
、
遂
に
二
事
を
以
て
凑そ
う
ご
う合

し
て
文
を
成
す
）。
而
し
て
長

門
賦
の
云
ふ
所
の
陳
皇
后
復
た
幸
せ
ら
る
る
を
得
る
と
は
、
亦

た
本
其
の
事
無
し
。
俳
諧
の
文
、
當
に
之
と
莊
論
す
べ
か
ら
ず

（
長
門
賦
は
乃
ち
後
人
の
託
名
の
作
な
り
、
相
如
元
狩
五
年
を

以
て
卒
し
、
安
ん
ぞ
孝
武
皇
帝
と
言
ふ
を
得
ん
や
）。
陳
后
復

た
之
に
幸
せ
ら
る
る
と
云
ふ
は
、
正
に
馬
融
の
長
笛
賦
に
所
謂 

屈
平
樂
國
に
適
き
、
介
推
還
り
て
禄
を
受
く
る
が
如
き
な
り
。

 

※
（　

）
内
は
原
注
。
ま
た
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る

 

（
顧
炎
武
『
日
知
録
』
巻
十
九
「
假
設
之
辭
」）

　

顧
炎
武
の
『
日
知
録
』
に
は
、
古
人
の
賦
に
は
「
仮
設
の
辞
」
が

多
い
と
し
、司
馬
相
如
の
「
子
虚
上
林
賦
」
に
子
虚
や
亡
是
公
と
い
っ

た
架
空
の
人
物
が
登
場
す
る
こ
と
、
謝
荘
の
「
月
賦
」
に
曹
植
が
建

安
七
子
の
一
人
應
瑒
の
死
を
悼
み
、
王
粲
に
賦
を
作
ら
せ
る
と
い
う

構
成
を
取
る
こ
と
な
ど
を
例
に
挙
げ
、『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
た
作

品
に
は
、
架
空
の
、
あ
る
い
は
歴
史
上
の
人
物
に
な
ぞ
ら
え
て
物
語

を
構
成
し
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。そ
の
上
で
、

「
長
門
賦
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
作
品
に
よ
っ
て
陳
皇
后
が
寵
愛
を

と
り
も
ど
し
た
と
い
う
記
録
が
無
い
こ
と
、
ま
た
、
司
馬
相
如
の
卒

年
か
ら
、「
長
門
賦
」
の
序
文
に
「
孝
武
皇
帝
」
と
記
す
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

清
の
何
焯
は
、「
此
文
乃
後
人
所
擬
、
非
相
如
作
。
其
詞
細
麗
、

蓋
平
子
之
流
也
。（
此
の
文
乃
ち
後
人
の
擬
す
る
所
に
し
て
、
相
如

の
作
に
非
ず
。
其
の
詞
細
麗
に
し
て
、
蓋
し
平
子
の
流
な
ら
ん
。）」

と（
９
）、「
長
門
賦
」
は
司
馬
相
如
の
名
に
仮
託
し
た
後
世
の
偽
作
で
あ

る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
繊
細
で
美
し
い
言
葉
の
使
い
方
か
ら

後
漢
の
張
衡
の
流
れ
を
汲
む
も
の
の
作
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
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一
方
、
同
じ
く
清
の
張
恵
言
は
こ
の
何
焯
の
指
摘
に
対
し
て
「
此

文
非
相
如
不
能
作
。
或
以
爲
平
子
之
流
、
未
知
馬
張
之
分
也
。（
此

の
文
相
如
に
非
ざ
れ
ば
作
る
能
は
ず
。
或
ひ
と
以
て
平
子
の
流
と
爲

す
は
、
未
だ
馬
・
張
の
分
を
知
ら
ざ
る
な
り
。）」
と）

（1
（

、
む
し
ろ
司
馬

相
如
で
無
け
れ
ば
こ
の
「
長
門
賦
」
は
作
れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
を

張
衡
の
流
れ
と
み
な
す
の
は
、
彼
ら
の
作
風
の
違
い
を
わ
か
っ
て
い

な
い
の
だ
と
い
う
意
見
を
呈
し
て
い
る
。

　

以
上
の
議
論
を
ま
と
め
る
と
、「
長
門
賦
」
を
司
馬
相
如
の
作
と

す
る
こ
と
へ
の
疑
義
を
呈
す
る
意
見
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
大
き

な
理
由
と
し
て
は
、
や
は
り
序
文
に
述
べ
ら
れ
る
陳
皇
后
が
司
馬
相

如
の
賦
を
買
っ
た
と
す
る
話
柄
が
、
他
の
文
献
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。『
藝
文
類
聚
』
引
『
漢
書
』
の
テ

キ
ス
ト
に
関
す
る
問
題
は
残
る
が
、
歴
史
を
通
じ
て
「
長
門
賦
」
の

序
文
が
疑
義
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
さ
ら
に
後
世
に
な
る
と
、顧
炎
武
は
古
人
の
賦
に
「
仮
説
の
辞
」

す
な
わ
ち
虚
構
の
表
現
を
用
い
た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
挙

げ
、
そ
の
虚
構
の
表
現
が
ま
さ
に
司
馬
相
如
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る

と
し
、
そ
の
上
で
、「
長
門
賦
」
は
後
世
の
人
が
司
馬
相
如
に
仮
託

し
た
作
品
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
何
焯
は
作
風
に
注
目
し

て
そ
の
「
後
人
」
を
後
漢
の
張
衡
の
風
格
を
受
け
継
ぐ
者
で
あ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
一
方
、
同
じ
く
作
風
に
注
目
し
た
張
恵
言
は
、
む
し

ろ
そ
の
風
格
か
ら
司
馬
相
如
の
作
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う

な
賦
に
関
す
る
議
論
の
中
に
、
賦
の
作
風
の
違
い
に
着
目
し
た
内
容

が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
賦
の
読
ま
れ
方
の
一
面
が
見
え
興
味
深
い
。

　

賦
の
序
文
に
つ
い
て
は
、
谷
口
洋
氏
に
よ
っ
て
つ
と
に
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
、
歌
や
賦
が
史
書
に
述
べ
ら
れ
る
際
、
そ
の
舞
台
と
し
て

機
能
す
る
話
柄
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
多
い）

（（
（

。
司
馬
相
如
に
つ
い
て

も
、
本
人
の
列
伝
が
ま
さ
に
様
々
な
逸
話
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
て
記
述

さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
こ
う
い
っ
た
、歴
史
上
の
人
物
に
仮
託
し
た
作
品
は
、

例
え
ば
李
陵
と
蘇
武
の
贈
答
詩
な
ど
の
類
例
も
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
作

者
と
作
品
が
関
係
性
を
も
っ
て
後
世
に
読
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

漢
代
の
文
学
に
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
続
い
て
、「
長
門
賦
」本
文
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

四
、「
長
門
賦
」
に
つ
い
て

　
「
長
門
賦
」
は
、
そ
の
序
文
が
七
三
字
、
本
文
が
六
三
三
字
と
さ

ほ
ど
大
部
な
作
品
で
は
な
い
。序
文
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た
が
、

あ
ら
た
め
て
内
容
を
確
認
し
よ
う
。「
孝
武
皇
帝
の
陳
皇
后
、
時
に

幸
を
得
る
も
、頗
る
妒ね
た

む
。別
に
長
門
宮
に
在
り
て
、愁
悶 

悲
思
す
。」

と
、
嫉
妬
に
よ
り
長
門
宮
に
幽
閉
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
「
長
門
賦
」

の
舞
台
は
は
じ
ま
る
。
嫉
妬
の
た
め
に
幽
閉
さ
れ
、
い
か
ん
と
も
し
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が
た
い
思
い
を
抱
え
た
陳
皇
后
は
、
司
馬
相
如
が
文
章
を
作
る
の
に

巧
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
つ
け
、
司
馬
相
如
と
そ
の
妻
卓
文

君
の
た
め
に
大
金
で
酒
を
買
い
取
っ
て
や
る
。そ
の
か
わ
り
と
し
て
、

己
の
悲
し
み
を
解
き
ほ
ぐ
す
辞
賦
を
書
く
よ
う
に
依
頼
し
た
。
司
馬

相
如
た
ち
の
た
め
に
酒
を
買
う
こ
と
に
し
た
の
は
、
二
人
の
次
の
よ

う
な
事
情
に
よ
る
。

　

司
馬
相
如
は
卓
文
君
と
駆
け
落
ち
し
た
た
め
に
貧
乏
暮
ら
し
を
し

て
い
た
。
そ
こ
で
卓
文
君
が
一
計
を
案
じ
、
居
酒
屋
を
営
む
こ
と
で

生
計
を
立
て
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
陳
皇
后
は
、
こ
の
司
馬
相

如
た
ち
が
経
営
す
る
居
酒
屋
の
酒
を
買
い
、
二
人
を
援
助
し
て
や
っ

た
と
い
う
わ
け
だ
。
生
計
の
た
め
に
司
馬
相
如
が
居
酒
屋
を
営
ん
だ

と
い
う
こ
と
は
、『
史
記
』
の
司
馬
相
如
列
伝
に
見
え
る
が
、
こ
の

序
に
見
え
る
よ
う
な
、
陳
皇
后
が
司
馬
相
如
に
作
品
を
依
頼
し
た
と

い
う
こ
と
は
司
馬
相
如
列
伝
に
は
見
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の

序
文
は
『
史
記
』
に
見
え
る
記
述
と
虚
構
性
の
あ
る
逸
話
を
織
り
交

ぜ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
陳
皇
后
の
「
買
賦
」
と
司
馬
相

如
の
「
長
門
賦
」
製
作
の
関
係
性
が
、
作
品
を
読
む
も
の
に
真
実
味

を
お
び
て
伝
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

（1
（

。

夫
何
一
佳
人
兮
、
歩
逍
遙
以
自
虞
。
魂
踰
佚
而
不
反
兮
、
形
枯

槁
而
獨
居
。
言
我
朝
往
而
暮
來
兮
、
飲
食
樂
而
忘
人
。
心
慊
移

而
不
省
故
兮
、
交
得
意
而
相
親
。
伊
予
志
之
慢
愚
兮
、
懷
貞
愨

之
懽
心
。
願
賜
問
而
自
進
兮
、
得
尚
君
之
玉
音
。

夫
れ
何
ぞ
一
佳
人
、
歩
し
て
逍
遙
し
て
以
て
自
ら
虞は
か

る
。
魂
は

踰ゆ
い
つ佚
し
て
反
ら
ず
、
形
は
枯
槁
し
て
獨
居
す
。
言
ふ
我
れ
朝
に

往
き
て
暮
に
來
た
ら
ん
と
、
飲
食
し
て
樂
し
み
て
人
を
忘
る
。

心
慊れ
ん
い移

し
て
故
き
を
省
み
ず
、
交
も
意
を
得
て
相
親
し
む
。
伊

れ
予
が
志
の
慢
愚
な
る
、
貞て
い
か
く愨

の
懽
心
を
懷
く
。
願
は
く
は
問

を
賜
は
り
て
自
ら
進
み
、
君
の
玉
音
を
尚う

く
る
を
得
ん
と
。

　
「
長
門
賦
」
は
一
人
の
美
人
が
呆
然
と
し
た
様
子
で
さ
ま
よ
い
歩

く
姿
か
ら
は
じ
ま
る
。
な
ぜ
さ
ま
よ
い
歩
い
て
い
る
か
と
い
う
と
、

天
子
が
自
分
の
所
に
訪
れ
る
と
語
っ
て
聞
か
せ
て
く
れ
た
の
に
、
天

子
は
新
し
い
美
人
─
衞
夫
人
─
と
飲
食
を
楽
し
み
、
自
分
の
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
訪
れ
る
と
い
う

約
束
を
反
故
に
さ
れ
た
女
性
の
悲
し
み
が
表
れ
て
い
る
。
天
子
の
心

変
わ
り
の
早
さ
と
自
分
の
頑
な
に
待
ち
続
け
る
姿
勢
を
対
比
さ
せ
、

待
ち
人
の
来
な
い
さ
み
し
さ
を
冒
頭
か
ら
述
べ
て
い
る
。

奉
虛
言
而
望
誠
兮
、
期
城
南
之
離
宮
。
脩
薄
具
而
自
設
兮
、
君

曾
不
肯
乎
幸
臨
。
廓
獨
潛
而
專
精
兮
、
天
漂
漂
而
疾
風
。
登
蘭

臺
而
遙
望
兮
、
神
怳
怳
而
外
淫
。
浮
雲
鬱
而
四
塞
兮
、
天
窈
窈



司
馬
相
如
「
長
門
賦
」
小
考

五
七

而
晝
陰
。
雷
殷
殷
而
響
起
兮
、
聲
象
君
之
車
音
。
飄
風
迴
而
起

閨
兮
、
擧
帷
幄
之
襜
襜
。
桂
樹
交
而
相
紛
兮
、
芳
酷
烈
之
誾
誾
。

孔
雀
集
而
相
存
兮
、
玄
猨
嘯
而
長
吟
。
翡
翠
脅
翼
而
來
萃
兮
、

鸞
鳳
翔
而
北
南
。

虛
言
を
奉
じ
て
誠
を
望
み
、
城
南
の
離
宮
に
期
す
。
薄
具
を
脩

め
て
自
ら
設
く
る
も
、
君
は
曾
て
幸
臨
す
る
を
肯
ん
ぜ
ず
。
廓

と
し
て
獨
り
潛か
く

れ
て
精
を
專
ら
に
せ
ば
、
天
漂
漂
と
し
て
疾
風

あ
り
。
蘭
臺
に
登
り
て
遙
か
に
望
め
ば
、
神
怳き
ょ
う
き
ょ
う

怳
と
し
て
外

に
淫あ
そ

ぶ
。
浮
雲
鬱
と
し
て
四
に
塞
が
り
、
天
窈
窈
と
し
て
晝
陰く
ら

し
。
雷
殷
殷
と
し
て
響
き
起
り
、
聲
は
君
の
車
音
に
象に

た
り
。

飄
風
迴
り
て
閨
に
起
こ
り
、
帷
幄
を
擧
げ
て
襜せ
ん
せ
ん襜
た
り
。
桂
樹

交
は
り
て
相
紛
れ
、
芳
は
酷
烈
に
し
て
誾ぎ
ん
ぎ
ん誾
た
り
。
孔
雀
集
ま

り
て
相
存と
ぶ
らひ
、
玄
猨
嘯
き
て
長
吟
す
。
翡
翠 
翼
を
脅お
さ

め
て
來

り
萃
ま
り
、
鸞
鳳
翔
け
て
北
南
す
。

　

前
段
で
新
し
い
女
性
と
飲
食
を
楽
し
ん
で
い
る
の
を
受
け
て
、
自

分
も
食
事
を
用
意
し
て
待
っ
て
い
た
の
に
と
恨
め
し
い
気
持
ち
を
さ

ら
け
だ
す
。
薄
情
な
男
と
そ
れ
を
待
つ
け
な
げ
な
女
と
い
う
構
図
で

あ
る
。
結
局
待
ち
人
は
来
ず
、
女
は
動
揺
す
る
心
を
静
め
よ
う
と
す

る
。
す
る
と
、
鋭
敏
に
な
っ
た
感
覚
か
、
天
空
を
吹
き
抜
け
る
風
の

音
や
雲
の
浮
か
ぶ
様
子
に
意
識
を
向
け
さ
せ
る
。
と
ど
ろ
く
雷
の
音

や
、
つ
む
じ
風
が
誘
い
込
む
桂
の
香
り
が
、
待
ち
焦
が
れ
る
男
が
訪

れ
た
の
か
と
期
待
さ
せ
る）

（1
（

。
そ
こ
に
孔
雀
た
ち
が
慰
め
る
よ
う
に
集

ま
り
、
猿
が
悲
し
げ
に
鳴
く
。
来
ぬ
人
を
待
つ
女
の
悲
し
み
を
自
然

や
動
物
の
描
写
に
よ
り
象
徴
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
鸞

鳳
翔
け
て
北
南
す
。」
と
、
鸞
鳥
と
鳳
凰
と
い
う
皇
帝
と
皇
后
を
象

徴
す
る
鳥
が
、
北
と
南
に
分
か
れ
て
飛
ぶ
様
子
は
、
ま
さ
に
禁
中
と

長
門
宮
の
位
置
関
係
を
も
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

心
憑
噫
而
不
舒
兮
、
邪
氣
壯
而
攻
中
。
下
蘭
臺
而
周
覽
兮
、
歩

從
容
於
深
宮
。
正
殿
塊
以
造
天
兮
、
鬱
並
起
而
穹
崇
。
間
徙
倚

於
東
廂
兮
、
觀
夫
靡
靡
而
無
窮
。
擠
玉
戸
以
撼
金
鋪
兮
、
聲
噌

吰吰
而
似
鍾
音
。
刻
木
蘭
以
爲
榱
兮
、
飾
文
杏
以
爲
梁
。
羅
丰
茸

之
遊
樹
兮
、
離
樓
梧
而
相
撐
。
施
瑰
木
之
欂
櫨
兮
、
委
參
差
以

榱
梁
。
時
仿
佛
以
物
類
兮
、
象
積
石
之
將
將
。

五
色
炫
以
相
曜
兮
、
爛
耀
耀
而
成
光
。
緻
錯
石
之
瓴
甓
兮
、
象

瑇
瑁
之
文
章
。
張
羅
綺
之
幔
帷
兮
、
垂
楚
組
之
連
綱
。
撫
柱
楣

以
從
容
兮
、
覽
曲
臺
之
央
央
。
白
鶴
噭
以
哀
號
兮
、
孤
雌
跱
於

枯
楊
。

心
は
憑ひ
ょ
う
い噫
し
て
舒
び
ず
、
邪
氣
は
壯
に
し
て
中
を
攻
む
。
蘭
臺

を
下
り
て
周
覽
し
、
歩
し
て
深
宮
に
從し
ょ
う
よ
う容
す
。
正
殿 

塊
と
し

て
以
て
天
に
造い
た

り
、
鬱
と
し
て
並
び
起
り
て
穹
き
ゅ
う
し
ゅ
う
崇
た
り
。
間し
ば
らく
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東
廂
に
徙
倚
し
、
夫
の
靡
靡
と
し
て
窮
ま
り
無
き
を
觀
る
。
玉

戸
を
擠お

し
て
以
て
金
鋪
を
撼う
ご
かせ
ば
、
聲
は
噌そ
う
こ
う吰吰
と
し
て
鍾
音
に

似
た
り
。
木
蘭
を
刻
ん
で
以
て
榱た
る
きと
爲
し
、
文
杏
を
飾
り
て
以

て
梁
と
爲
す
。
丰ぼ
う
じ
ょ
う茸の
遊
樹
を
羅
ね
、
離
樓
と
し
て
梧さ
さ

へ
て
相

撐さ
さ

ふ
。
瑰か
い
ぼ
く木
の
欂は
く
ろ櫨
を
施
し
、
委
す
る
こ
と
參
差
と
し
て
以
て

槺槺こ
う
り
ょ
う

梁
あ
り
。
時
に
仿
佛
と
し
て
以
て
物
類
あ
り
、
積
石
の
將
將

た
る
に
象
た
り
。

五
色
炫
と
し
て
以
て
相
曜て
ら

し
、
爛ら
ん

耀よ
う

耀よ
う

と
し
て
光
を
成
す
。
錯

石
の
瓴れ
い
へ
き甓

を
緻こ
ま
や

か
に
し
、
瑇た
い
ま
い瑁

の
文
章
に
象
た
り
。
羅
綺
の

幔ま
ん
い帷

を
張
り
、
楚
組
の
連
綱
を
垂
る
。
柱
楣
を
撫
し
て
以
て
從

容
し
、曲
臺
の
央
央
た
る
を
覽
る
。
白
鶴
噭な

き
て
以
て
哀
號
し
、

孤
雌 

枯
楊
に
跱た

て
り
。

　

思
い
の
晴
れ
ぬ
女
は
、
長
門
宮
を
さ
ま
よ
う
。
長
門
宮
の
か
ま
え

は
非
常
に
豪
奢
で
、
天
ま
で
届
く
ば
か
り
に
そ
び
え
る
正
殿
や
、
そ

れ
を
支
え
る
大
き
な
柱
が
ま
ず
目
に
入
る
。
さ
ら
に
ど
こ
ま
で
も
続

く
建
物
に
は
美
し
く
装
飾
さ
れ
た
柱
や
梁
が
な
ら
ん
で
い
る
。
玉
で

装
飾
さ
れ
た
扉
や
金
の
釘
隠
し
な
ど
、
豪
奢
な
建
築
の
描
写
は
非
常

に
細
か
い
。

　

さ
ら
に
、
色
と
り
ど
り
の
綾
絹
、
瑇
瑁
と
い
う
亀
の
甲
羅
の
よ
う

に
鮮
や
か
な
模
様
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
玉
砂
利
な
ど
、
長
門
宮
と
そ

の
周
辺
の
豪
奢
な
様
子
を
描
き
出
す
。

　

つ
づ
け
て
、
白
い
鶴
や
連
れ
あ
い
の
い
な
い
鳥
が
女
の
孤
独
を
象

徴
す
る
形
で
登
場
す
る
。
建
築
物
が
色
と
り
ど
り
で
大
き
く
豪
華
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
巨
大
な
空
間
に
鳥
が
一
羽
だ
け
と
い
う
対

比
が
孤
独
感
を
さ
ら
に
強
調
す
る
。

日
黄
昏
而
望
絶
兮
、
悵
獨
託
於
空
堂
。
懸
明
月
以
自
照
兮
、
徂

清
夜
於
洞
房
。
援
雅
琴
以
變
調
兮
、
奏
愁
思
之
不
可
長
。
案
流

徵
以
却
轉
兮
、
聲
幼
妙
而
復
揚
。
貫
歷
覽
其
中
操
兮
、
意
慷
慨

而
自
卬
。
左
右
悲
而
垂
涙
兮
、
涕
流
離
而
從
橫
。

日
黄
昏
に
し
て
望
み
は
絶
え
、
悵
と
し
て
獨
り
空
堂
に
託つ

く
。

明
月
懸
か
り
て
以
て
自
ら
照
ら
し
、
清
夜
に
洞
房
に
徂ゆ

く
。
雅

琴
を
援
き
て
以
て
調
べ
を
變
え
、
愁
思
の
長
く
す
べ
か
ら
ざ
る

を
奏
す
。
流り
ゅ
う
ち徵
を
案
じ
て
以
て
却
て
轉
ず
れ
ば
、
聲
幼
妙
と
し

て
復
た
揚
が
る
。
貫
き
て
歷
覽
す
る
に
其
れ
中
操
な
り
、
意
は

慷
慨
と
し
て
自
ら
卬あ

が
る
。
左
右
悲
し
み
て
涙
を
垂
れ
、
涕
は

流
離
し
て
從
橫
す
。

　

や
が
て
日
も
暮
れ
、ど
ん
な
に
待
っ
て
も
男
は
来
な
い
。夜
に
な
っ

て
一
人
で
い
る
寂
し
い
部
屋
を
月
が
照
ら
す
。
琴
を
ひ
け
ば
悲
し
み

の
音
色
が
広
が
る
。
悲
し
み
を
静
め
よ
う
と
し
て
も
、
琴
の
音
色
が
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む
し
ろ
悲
し
み
を
か
き
立
て
る
。

　
「
長
門
賦
」
の
悲
哀
の
描
写
は
、
空
間
描
写
か
ら
始
ま
り
時
間
の

描
写
に
移
行
す
る
。
作
品
に
即
し
て
み
れ
ば
、
長
門
宮
の
正
殿
か
ら

は
じ
ま
り
、
宮
殿
の
建
物
の
中
か
ら
細
か
く
描
き
上
げ
戸
外
へ
と
視

点
を
移
す
。中
心
か
ら
周
辺
へ
と
視
点
を
移
動
さ
せ
る
表
現
方
法
は
、

漢
賦
の
典
型
的
な
描
出
の
手
法
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う）

（1
（

。

舒
息
悒
而
增
欷
兮
、
蹝
履
起
而
彷
徨
。
揄
長
袂
以
自
翳
兮
、
數

昔
日
之
諐
殃
。
無
面
目
之
可
顯
兮
、
遂
頹
思
而
就
牀
。
搏
芬
若

以
爲
枕
兮
、
席
荃
蘭
而
茝
香
忽
寢
寐
而
夢
想
兮
、
魄
若
君
之
在

旁
。
惕
寤
覺
而
無
見
兮
、
魂
迋
迋
若
有
亡
。

息そ
く
ゆ
う悒
を
舒
べ
て
欷な
げ
きを
增
し
、
蹝し

り履
し
て
起
ち
て
彷
徨
す
。
長
ち
ょ
う
べ
い袂

を
揄ひ

い
て
以
て
自
ら
翳
し
、
昔
日
の
諐け
ん
お
う殃
を
數
ふ
。
面
目
の
顯

は
す
べ
き
無
く
、
遂
に
思
ひ
を
頹い
だ

き
て
牀
に
就
く
。
芬ふ
ん

若じ
ゃ
くを
搏

り
て
以
て
枕
と
爲
し
、
荃せ
ん

蘭ら
ん

を
席
き
て
茝さ
い

香こ
う

あ
り
。
忽
ち
寢
寐

し
て
夢
想
し
、
魄
は
君
の
旁
に
在
る
が
若
し
。
惕お
ど
ろき

て
寤さ覺
む

れ
ば
見
る
も
の
無
く
、
魂
迋お
う
お
う迋

と
し
て
亡
へ
る
も
の
有
る
が
若

し
。

　

悲
し
み
は
薄
ら
ぐ
こ
と
は
な
く
、
女
は
か
つ
て
の
己
の
行
い
を
後

悔
す
る
。
自
身
を
責
め
な
が
ら
も
寝
床
に
つ
く
と
、
夢
に
待
ち
わ
び

た
男
に
出
会
う
。
し
か
し
、
出
会
っ
た
か
と
思
え
ば
や
は
り
そ
れ
は

夢
で
の
出
来
事
で
あ
り
、夢
か
ら
覚
め
た
女
は
呆
然
と
し
て
し
ま
う
。

会
い
た
い
と
強
く
願
う
あ
ま
り
夢
に
見
る
と
い
う
、
女
の
悲
し
み
と

男
を
思
慕
す
る
思
い
を
痛
烈
に
描
き
出
し
て
い
る
。

衆
雞
鳴
而
愁
予
兮
、
起
視
月
之
精
光
。
觀
衆
星
之
行
列
兮
、
畢

昴
出
於
東
方
。
望
中
庭
之
藹
藹
兮
、
若
季
秋
之
降
霜
。
夜
曼
曼

其
若
歲
兮
、
懷
鬱
鬱
其
不
可
再
更
。
澹
偃
蹇
而
待
曙
兮
、
荒
亭

亭
而
復
明
。
妾
人
竊
自
悲
兮
、
究
年
歲
而
不
敢
忘
。

衆
鳴
き
て
予
を
愁
へ
、
起
ち
て
月
の
精
光
を
視
る
。
衆
星
の
行

列
を
觀
れ
ば
、
畢
と
昴
と
は
東
方
に
出
づ
。
中
庭
の
藹あ
い
あ
い藹
た
る

を
望
め
ば
、
季
秋
の
降
霜
の
若
し
。
夜
曼
曼
と
し
て
其
れ
歳
の

若
く
、
懷
ひ
鬱
鬱
と
し
て
其
れ
再
び
更
ふ
べ
か
ら
ず
。
澹し
ず

か
に

偃え
ん
け
ん蹇
し
て
曙
を
待
て
ば
、
荒
亭
亭
と
し
て
復
た
明
け
ん
と
す
。

妾
人
は
竊
か
に
自
ら
を
悲
し
み
、
年
歳
を
究
む
れ
ど
も
敢
へ
て

忘
れ
ず
。

　

鶏
た
ち
が
鳴
き
、
や
が
て
夜
が
明
け
る
。
夜
明
け
が
悲
し
い
の
は

夢
の
中
の
逢
瀬
を
惜
し
ん
で
の
こ
と
か
、
男
を
待
つ
一
日
が
ま
た
始

ま
る
こ
と
の
つ
ら
さ
を
思
っ
て
の
こ
と
か
。し
か
し
、待
つ
女
に
と
っ

て
は
明
け
方
の
景
色
を
み
る
に
つ
け
、
一
日
が
一
年
の
よ
う
に
感
じ
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ら
れ
る
。

　

作
品
全
体
の
描
写
の
中
に
時
間
の
経
過
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
る

の
は
、
主
人
公
た
る
女
の
待
ち
焦
が
れ
る
様
子
を
克
明
に
描
こ
う
と

す
る
か
ら
で
あ
る
。
漢
賦
は
、
そ
の
事
物
の
列
挙
と
い
う
表
現
方
法

の
特
徴
を
、空
間
描
写
の
面
か
ら
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
常
で
あ
る
が
、

つ
ぶ
さ
に
見
れ
ば
空
間
描
写
の
み
な
ら
ず
時
間
の
経
過
も
多
く
描
き

込
ま
れ
て
い
る）

（1
（

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。「
妾
人
は
竊
か
に
自
ら
を

悲
し
み
、
年
歳
を
究
む
れ
ど
も
敢
へ
て
忘
れ
ず
。」
は
、
ま
さ
に
陳

皇
后
の
悲
し
み
と
寂
し
さ
か
ら
出
た
悲
痛
な
叫
び
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
「
長
門
賦
」
を
み
て
み
る
と
、
全
体
を
通
じ
て
は

楚
辞
を
淵
源
に
も
つ
賢
人
失
志
型
の
様
式
を
そ
な
え
て
お
り
、
作
品

の
構
成
と
し
て
は
漢
賦
の
典
型
を
祖
述
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ

る
。
ま
た
、
人
物
名
を
直
接
述
べ
て
は
い
な
い
が
、
女
性
の
悲
哀
の

描
写
や
長
門
宮
な
ど
の
情
景
か
ら
、
こ
の
作
品
の
登
場
人
物
に
陳
皇

后
を
想
起
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
文
か
ら
は
武

帝
の
寵
愛
を
取
り
戻
せ
た
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
か

ら
、「
長
門
賦
」
の
序
文
は
、
他
の
賦
に
つ
け
ら
れ
た
序
文
と
比
較

し
て
も
異
質
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

す
な
わ
ち
、
漢
賦
を
は
じ
め
と
す
る
賦
の
序
文
は
、
そ
の
賦
の
背

景
と
な
る
舞
台
を
用
意
す
る
内
容
や
、
作
者
の
思
い
を
述
べ
る
こ
と

が
常
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
長
門
賦
」
の
序
文
は
、
賦
を
作

る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
の
み
な
ら
ず
、
賦
が
読
ま
れ
た
結
果
─
陳
皇

后
が
武
帝
の
寵
愛
を
取
り
戻
し
た
こ
と
─
ま
で
述
べ
て
い
る
の
で
あ

る
。こ
れ
は
非
常
に
珍
し
い
例
で
あ
り
、や
は
り
こ
の
点
か
ら
も
司
馬

相
如
の
作
と
す
る
の
は
難
し
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
同
時
に
こ
の
叙
述
こ
そ
が
、
後
世
の
作
品
に
非
常
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
序
文
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う

な
、
作
品
の
主
人
公
が
無
事
に
寵
愛
を
取
り
戻
せ
た
と
い
う
結
末
も

含
め
て
、「
長
門
賦
」
は
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

漢
賦
に
は
、
他
に
も
武
帝
の
「
李
婦
人
賦
」
や
班
倢
伃
の
「
自
悼

賦
」
な
ど
、
愛
す
る
者
と
の
別
れ
や
寵
愛
を
失
っ
た
悲
痛
を
歌
っ
た

作
品
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
楚
辞
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
賢
人
失
志
型

の
賦
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
漢
賦
の
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
こ

の
よ
う
な
「
哀
傷
」
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

作
品
の
真
偽
は
さ
て
お
き
こ
れ
ら
の
作
品
と
「
長
門
賦
」
と
の
違
い

は
、
賦
に
よ
っ
て
寵
愛
を
取
り
戻
せ
た
と
い
う
大
団
円
で
結
ば
れ
る

物
語
が
「
長
門
賦
」
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、「
長
門
賦
」

が
持
つ
最
も
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
、
後
世
の
文
人
た

ち
の
関
心
を
惹
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
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五
、
後
世
へ
の
展
開
に
つ
い
て

　

後
世
の
文
学
に
目
を
向
け
れ
ば
、「
長
門
賦
」
の
話
柄
そ
の
も
の

を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
も
、後
世
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
「
長
門
賦
」
か
ら
発
生
し
た
楽
府
題
で
あ
る
「
長

門
怨
」
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

「
長
門
怨
」
は
『
樂
府
詩
集
』
巻
四
十
二
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

長
門
怨
。
梁·

柳
惲　

漢
武
帝
故
事
曰
、
武
帝
爲
膠
東
王
時
、

長
公
主
嫖
有
女
。
欲
與
王
婚
、
景
帝
未
許
。
後
長
主
還
宮
、
膠

東
王
數
歳
、
長
主
抱
置
膝
上
、
問
曰
、
兒
欲
得
婦
否
。
長
主
指

左
右
長
御
百
餘
人
、
皆
云
不
用
。
指
其
女
問
曰
、
阿
嬌
好
否
。

笑
對
曰
、
好
。
若
得
阿
嬌
作
婦
、
當
作
金
屋
貯
之
。
長
主
乃
苦

要
帝
、
遂
成
婚
焉
。

漢
書
曰
、
孝
武
陳
皇
后
、
長
公
主
嫖
女
也
。
擅
寵
驕
貴
、
十
餘

年
而
無
子
、
聞
衛
子
夫
得
幸
、
幾
死
者
數
焉
。
元
光
五
年
廢
居

長
門
宮
。

樂
府
解
題
曰
、
長
門
怨
者
、
爲
陳
皇
后
作
也
。
后
退
居
長
門
宮
、

愁
悶
悲
思
、
聞
司
馬
相
如
工
文
章
、
奉
黄
金
百
斤
、
令
爲
解
愁

之
辭
。
相
如
爲
作
長
門
賦
、
帝
見
而
傷
之
、
復
得
親
幸
。
後
人

因
其
賦
而
爲
長
門
怨
也
。

長
門
怨
。
梁·

柳
惲　

漢
武
帝
故
事
に
曰
は
く
、
武
帝 

膠
東
王

爲
り
し
時
、長
公
主
嫖
に
女
有
り
。
王
と
婚
せ
ん
と
欲
す
る
も
、

景
帝
未
だ
許
さ
ず
。
後 

長
主 

宮
に
還
り
、
膠
東
王 

數
歳
に
し

て
、
長
主 

膝
上
に
抱
置
し
て
、
問
ひ
て
曰
は
く
、
兒
は
婦
を

欲
す
る
や
否
や
と
。
長
主 

左
右
の
長
御
百
餘
人
を
指
さ
す
も
、

皆
用
ゐ
ず
と
云
ふ
。
其
の
女
を
指
さ
し
て
問
ひ
て
曰
は
く
、
阿

嬌
は
好
き
や
否
や
と
。
笑
ひ
て
對
へ
て
曰
は
く
、
好
し
。
若
し

阿
嬌
を
得
て
婦
と
作
せ
ば
、
當
に
金
屋
を
作
り
て
之
を
貯
ふ
べ

し
と
。
長
主
乃
ち
苦し
き

り
に
帝
に
要
め
、
遂
に
婚
を
成
す
。

漢
書
に
曰
は
く
、
孝
武
陳
皇
后
は
、
長
公
主
嫖
の
女
な
り
。
寵

を
擅
ほ
し
い
ま
まに

し
て
貴
に
驕
り
、
十
餘
年
に
し
て
子
無
く
、
衛
子
夫
の

幸
せ
ら
る
る
を
得
る
を
聞
く
や
、
幾
ん
ど
死
せ
ん
と
す
る
こ
と

數
し
ば
な
り
。
元
光
五
年
廢
せ
ら
れ
て
長
門
宮
に
居
す
。

樂
府
解
題
に
曰
は
く
、
長
門
怨
は
、
陳
皇
后
の
作
と
爲
す
な
り
。

后
退
き
て
長
門
宮
に
居
し
、
愁
悶
悲
思
し
、
司
馬
相
如
の
文
章

に
工
み
な
る
を
聞
き
、
黄
金
百
斤
を
奉
じ
て
、
解
愁
の
辭
を
爲

ら
し
む
。
相
如
爲
め
に
長
門
賦
を
作
り
、
帝
見
て
之
を
傷
み
、

復
た
親
幸
せ
ら
る
る
を
得
。
後
人 

其
の
賦
に
因
り
て
長
門
怨

と
爲
す
な
り
。

玉
壺
夜
愔
愔　
　
　

玉
壺 

夜
愔い
ん
い
ん愔

應
門
重
且
深　
　
　

應
門 

重
な
り
且
つ
深
し

秋
風
動
桂
樹　
　
　

秋
風 

桂
樹
を
動
か
し
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流
月
搖
輕
陰　
　
　

流
月 

輕
陰
を
搖
が
す

綺
簷
清
露
溽　
　
　

綺き
え
ん簷 

清
露
溽こ
ま

や
か
に

網
戸
思
蟲
吟　
　
　

網
戸 

思
蟲
吟
ず

歎
息
下
蘭
閤　
　
　

歎
息
し
て
蘭ら
ん
か
く閤
を
下
り

含
愁
奏
雅
琴　
　
　

愁
へ
を
含
ん
で
雅
琴
を
奏
す

何
由
鳴
曉
佩　
　
　

何
に
由
り
て
か
曉ぎ
ょ
う
は
い佩を

鳴
ら
し

復
得
抱
宵
衾　
　
　

復
た
宵
衾
を
抱
く
こ
と
を
得
ん

無
復
金
屋
念　
　
　

復
た
金
屋
の
念
無
し

豈
照
長
門
心　
　
　

豈
に
長
門
の
心
を
照
ら
さ
ん
や

　

楽
府
の
解
題
を
見
れ
ば
、
あ
き
ら
か
に
「
長
門
賦
」
の
序
文
を
踏

ま
え
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
ま
た
、
柳
惲
の
作
品
も
や
は
り

「
長
門
賦
」
本
文
の
内
容
を
踏
ま
え
た
、
男
を
待
つ
女
の
悲
哀
を
歌

い
上
げ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、「
長
門
賦
」
が
ジ
ャ
ン
ル
の
枠
を

超
え
た
テ
ー
マ
と
し
て
展
開
し
て
い
る
現
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

　

こ
の
他
、
ジ
ャ
ン
ル
を
賦
に
立
ち
戻
ら
せ
れ
ば
、
唐
代
の
黄
滔
に

「
陳
皇
后
因
賦
復
寵
賦
（
陳
皇
后 

賦
に
因
り
て
復
た
寵
せ
ら
る
の

賦
）」
が
あ
る）

（1
（

。
内
容
は
、
陳
皇
后
の
な
げ
き
だ
け
で
は
な
く
、
司

馬
相
如
の
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
を
た
た
え
て
い
る
。
賦
題
に「
因
賦
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
「
長
門
賦
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
述
べ

よ
う
と
し
た
作
品
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
長
門
賦
」
は
、
こ
の
よ
う
に
賦
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ど
ま
ら
ず

作
品
の
テ
ー
マ
が
様
々
な
形
で
展
開
し
た
、
そ
の
基
盤
と
な
る
作
品

だ
と
い
え
る
だ
ろ
う）

（1
（

。

六
、
お
わ
り
に

　

歴
史
上
の
人
物
の
存
在
・
非
存
在
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
議
論
が

あ
る
だ
ろ
う
。
司
馬
相
如
の
伝
記
に
関
し
て
も
、
彼
の
存
在
そ
の
も

の
を
疑
う
こ
と
は
し
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
伝
記
に
付
随
し
て
た
く

さ
ん
の
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
す
べ
て
歴
史
的
事
実
の

記
録
で
あ
る
と
見
な
す
の
は
難
し
い
。

　

そ
こ
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
次
の
よ
う
に
考
え
た
い
。
前
漢
の
時

代
に
、
司
馬
相
如
と
い
う
辞
賦
に
よ
っ
て
身
を
立
て
た
一
個
の
人
間

が
存
在
し
た
。
そ
し
て
、
彼
の
作
品
と
さ
れ
る
も
の
の
い
く
つ
か
は

偽
作
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
辞
賦
を
作
り
皇
帝
に
読
ま
せ
る
こ
と
を

仕
事
と
し
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
後
世
ま
で
そ
の
作
品
の
い
く
つ
か

は
残
っ
た
。
や
が
て
、
司
馬
相
如
を
思
慕
す
る
者
た
ち
が
、「
司
馬

相
如
」
と
い
う
一
個
の
人
間
に
対
し
て
、様
々
に
逸
話
を
作
り
上
げ
、

そ
れ
が
一
つ
に
は
「
長
門
賦
」
の
序
文
と
い
う
形
に
ま
と
め
ら
れ
た

の
で
あ
る
。



司
馬
相
如
「
長
門
賦
」
小
考

六
三

　

同
様
の
展
開
を
「
白
頭
吟
」
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。「
白
頭
吟
」
と
い
う
夫
に
捨
て
ら
れ
よ
う
と
す
る
女

の
嘆
き
を
テ
ー
マ
と
す
る
楽
府
が
や
が
て
広
く
行
わ
れ
る
に
つ
れ
、

卓
文
君
と
い
う
父
の
反
対
を
押
し
切
り
司
馬
相
如
の
も
と
に
駆
け
落

ち
し
た
一
人
の
女
性
が
、
作
品
の
主
人
公
に
選
ば
れ
た
。
司
馬
相
如

が
妾
を
置
こ
う
と
し
た
と
き
に
卓
文
君
が
そ
れ
を
諫
め
る
た
め
に

作
っ
た
と
い
う
、「
白
頭
吟
」
が
作
ら
れ
た
経
緯
を
述
べ
る
話
柄
は
、

こ
の
よ
う
な
司
馬
相
如
と
卓
文
君
と
の
恋
愛
物
語
を
前
提
と
し
て
置

か
れ
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
司
馬
相

如
と
い
う
文
人
の
伝
記
か
ら
様
々
に
派
生
し
て
語
ら
れ
て
ゆ
く
文
学

の
展
開
を
見
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
司
馬
相
如
は
作
品
と

と
も
に
彼
の
事
跡
そ
の
も
の
が
様
々
な
逸
話
を
生
み
、
そ
れ
に
よ
っ

て
語
り
つ
が
れ
、
後
世
の
文
学
の
題
材
そ
の
も
の
と
し
て
展
開
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

注（
1
）　
「
相
如
去
蜀
謁
武
帝
、
赤
車
駟
馬
生
輝
光
。
一
朝
再
覽
大
人
作
、
萬
乘
忽

欲
凌
雲
翔
。
聞
道
阿
嬌
失
恩
寵
、
千
金
買
賦
要
君
王
。
相
如
不
憶
貧
賤
日
、

官
高
金
多
聘
私
室
。（
相
如 

蜀
を
去
り
て
武
帝
に
謁
し
、
赤
車
駟
馬 

輝
光

を
生
ず
。
一
朝
再
び
覽
る
大
人
の
作
、
萬
乘 

忽
ち
雲
を
凌
い
で
翔
け
ん
と

欲
す
。
聞き
く
な道
ら
く
阿
嬌 

恩
寵
を
失
ふ
と
、
千
金
も
て
賦
を
買
ひ
君
王
に
要

む
。
相
如 

貧
賤
の
日
を
憶
え
ず
、
官
高
く
金
多
く
私
室
を
聘
す
。）」（『
樂

府
詩
集
』
巻
四
二
）。

（
2
）　

林
香
奈
氏
は
、「
愁
い
と
賦
」（
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第

六
十
九
号
、
二
〇
一
七
年
）
に
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

 

「
愁
思
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
は
、
も
と
も
と
宋
玉
の
「
高
唐
賦
」

に
「
長
吏
官
を
隳す

て
、
賢
士
志
を
失
い
、
愁
思
し
て
已
む
こ
と
無
く
、

歎
息
し
て
涙
を
垂
る
」
と
見
え
る
。
ま
た
後
漢
の
王
逸
『
楚
辞
章
句
』

「
天
問
章
句
」
の
序
に
も
「
仰
ぎ
て
図
画
を
見
、
因
り
て
其
の
壁
に
書

す
に
、
何
と
が
め
て
之
を
問
わ
ば
、
以
て
憤
懣
を
渫
も
ら
し
、
愁
思

を
舒
瀉
す
」
と
あ
る
。
前
者
は
高
唐
の
景
観
に
よ
る
人
の
変
化
を
い

う
箇
所
だ
が
、「
失
志
」
の
直
後
に
「
愁
思
」
の
語
が
見
え
、
そ
の
意

味
で
は
王
逸
の
序
に
い
う
屈
原
の
境
遇
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

「
愁
思
」
と
「
失
志
」
は
結
び
つ
き
や
す
い
言
葉
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
言
え
る
。

 

そ
れ
が
先
に
見
て
き
た
よ
う
な
女
性
の
愁
い
を
表
す
言
葉
に
変
化
し

て
い
く
き
っ
か
け
は
、
司
馬
相
如
の
「
長
門
の
賦
」
で
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
長
門
の
賦
」
は
周
知
の
と
お
り
、
漢
の
武
帝
の

寵
愛
を
失
っ
た
陳
皇
后
が
長
門
宮
で
過
ご
す
様
子
を
描
い
た
も
の
で

あ
る
。
ま
ず
そ
の
序
に
は
「
孝
武
皇
帝
の
陳
皇
后
、
時
に
幸
を
得
る

も
頗
る
妬
な
り
。
別
れ
て
長
門
宮
に
在
り
、
愁
悶
悲
思
す
」
と
あ
り
、

賦
の
本
文
に
は
「
日
は
黄
昏
に
し
て
望
み
絶
え
、
悵
と
し
て
独
り
空



六
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堂
に
託
す
。明
月
を
懸
け
て
以
て
自
ら
照
ら
し
、清
夜
を
洞
房
に
徂お

わ

る
。

雅
琴
を
援ひ

き
て
以
て
調
を
変
え
、
愁
思
の
長
く
す
べ
か
ら
ざ
る
を
奏

す
」
と
あ
る
。
司
馬
相
如
の
名
と
と
も
に
寵
愛
を
失
っ
た
女
性
の
「
愁

思
」
す
る
さ
ま
は
広
く
浸
透
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）　
『
漢
書
』
外
戚
伝

（
4
）　

漢
の
武
帝
と
陳
皇
后
と
に
つ
い
て
は
、
吉
川
幸
次
郎
『
漢
の
武
帝
』（
岩

波
新
書
一
九
四
九
年
初
版
、
一
九
六
三
年
改
版
）「
第
一
章　

阿
嬌
」
を
参

照
し
た
。

（
5
）　
『
漢
書
』
東
方
朔
傳

（
6
）　
『
南
斉
書
』
陸
厥
伝

（
7
）　

賦
と
序
文
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、谷
口
洋「
賦
に
自
序
を
つ
け
る
こ
と
」

（『
東
方
学
』
第
百
十
九
輯　

二
〇
一
〇
年
）
に
考
察
が
あ
る
。

（
8
）　

祝
堯
『
古
賦
辨
體
』
巻
三
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
以
賦
體
而
雜
出
於

風
・
比
・
興
之
義
、
其
情
思
纏
綿
、
敢
言
而
不
敢
怨
者
、
風
之
義
。
篇
中

如
「
天
飄
飄
而
疾
風
」、
及
「
孤
雌
峙
於
枯
楊
」
之
類
者
、
比
之
義
、「
上

下
蘭
臺
、
遙
望
周
歩
、
援
琴
變
調
、
視
月
精
光
」
等
語
、
興
之
義
。
蓋
六

藝
中
惟
風
・
興
二
義
毎
發
於
情
、
最
爲
動
人
、
而
能
發
人
之
才
思
。
長
卿

之
賦
甚
多
、
而
此
篇
最
傑
出
者
、
有
風
・
興
之
義
也
。
故
晦
翁
稱
此
文
古
妙
、

歸
來
子
亦
曰
、
此
諷
也
、
非
髙
唐
・
洛
神
之
比
。
愚
嘗
以
長
卿
之
子
虚
・

上
林
較
之
長
門
、
如
出
二
手
、
二
賦
尚
辭
、
極
其
靡
麗
、
而
不
本
於
情
、

終
無
深
意
遠
味
。
長
門
尚
意
、
感
動
人
心
、
所
謂
情
動
於
中
而
形
於
言
、

雖
不
尚
辭
而
辭
亦
在
意
之
中
。由
此
觀
之
、賦
家
果
可
徒
尚
辭
而
不
尚
意
乎
。

尚
意
則
古
之
六
義
可
兼
、是
所
謂
詩
人
之
賦
、而
非
後
世
詞
人
之
賦
矣
。（
賦

體
を
以
て
し
て
風
・
比
・
興
の
義
よ
り
雜
出
し
、
其
の
情
思 

纏
綿
と
し
て
、

敢
へ
て
言
ふ
も
敢
へ
て
怨
み
ざ
る
は
、
風
義
な
り
。
篇
中
の
「
天
飄
飄
と

し
て
疾
風
あ
り
」、及
び
「
孤
雌 

枯
楊
に
跱
て
り
」
の
類
は
、比
の
義
な
り
、

「
蘭
臺
を
上
下
す
、
遙
か
に
望
み
周
歩
す
、
琴
を
援
き
調
べ
を
變
ふ
、
月
の

精
光
を
視
る
」
等
の
語
は
、
興
の
義
な
り
。
蓋
し
六
藝
中
に
風
・
興
の
二

義
を
惟
ひ
毎
に
情
に
發
し
、
最
も
人
を
動
か
し
て
、
能
く
人
の
才
思
を
發

す
と
爲
す
な
り
。
長
卿
の
賦
甚
だ
多
き
も
、
此
の
篇
最
も
傑
出
す
る
者
に

し
て
、
風
・
興
の
義
有
る
な
り
。
故
に
晦
翁
稱
す
ら
く
此
の
文
古
妙
な
り
、

歸
來
子
も
亦
た
曰
は
く
、
此
れ
諷
な
り
、
髙
唐
・
洛
神
の
比
に
非
ず
と
。

愚
嘗
て
長
卿
の
子
虚
・
上
林
を
以
て
之
を
長
門
に
較
ぶ
る
に
、
二
手
に
出

づ
る
が
如
し
、
二
賦
は
辭
を
尚
び
、
其
の
靡
麗
を
極
め
て
、
情
に
本
づ
か
ず
、

終
に
深
意
遠
味
無
し
。
長
門
は
意
を
尚
び
、
人
心
を
感
動
せ
し
め
、
所
謂 

情
中
に
動
き
て
言
に
形
は
る
る
に
し
て
、
辭
を
尚
ば
ず
と
雖
も
而
れ
ど
も

辭
も
亦
た
意
の
中
に
在
り
。
此
に
由
り
之
を
觀
れ
ば
、
賦
家
果
し
て
徒
だ

辭
を
尚
び
て
意
を
尚
ば
ず
と
す
べ
き
か
。
意
を
尚
べ
ば
則
ち
古
の
六
義 

兼

ぬ
べ
く
、
是
れ
所
謂
詩
人
の
賦
に
し
て
、
後
世
の
詞
人
の
賦
に
非
ざ
る
な

り
。）

（
9
）　
『
義
門
読
書
記
』
巻
四
五

（
10
）　

張
恵
言
『
七
十
家
賦
鈔
』
巻
二
。
ま
た
、
張
恵
言
『
七
十
家
賦
鈔
』
に



司
馬
相
如
「
長
門
賦
」
小
考

六
五

つ
い
て
は
、
拙
論
「
張
恵
言
の
『
七
十
家
賦
鈔
』
に
つ
い
て
」（『
國
學
院

雜
誌
』
一
一
七
巻
一
一
号
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
11
）　

谷
口
洋
氏
は
前
掲
注
７
に
掲
出
し
た
論
文
に
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
結
局
司
馬
相
如
の
作
品
も
、
い
っ
た
ん
宮
廷
を
離
れ
る
と
、
彼
を
め
ぐ
る

伝
説
の
中
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
、
相
如
の
望

み
通
り
の
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
相
如
の
伝
記
は
、
西
南
夷
と

の
通
交
や
武
帝
へ
の
諫
言
な
ど
「
客
」
と
し
て
の
活
動
を
伝
え
、「
天
子
游

猟
賦
」「
大
人
賦
」な
ど
の
作
品
も
、そ
の
一
環
と
し
て
ふ
れ
ら
れ
る
。
一
方
、

卓
文
君
と
の
駆
け
落
ち
の
末
、
卓
王
孫
の
財
産
を
手
に
入
れ
る
な
ど
、「
客
」

と
し
て
の
生
き
方
と
は
関
係
な
い
内
容
を
も
含
み
、
消
渇
の
持
病
の
た
め

政
治
に
は
深
入
り
し
な
か
っ
た
と
い
う
記
述
さ
え
あ
る
。
ど
う
や
ら
相
如

は
そ
の
才
能
の
お
か
げ
で
、
女
も
財
産
も
皇
帝
の
寵
愛
も
、
欲
し
い
も
の

は
す
べ
て
手
に
入
れ
て
気
楽
に
過
ご
し
た
男
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
ふ
し

が
あ
る
。
の
ち
の
『
西
京
雑
記
』
に
は
、
相
如
の
賦
に
関
す
る
逸
話
が
い

く
つ
か
あ
る
し
、『
文
選
』
に
相
如
の
作
と
し
て
収
め
る
「
長
門
賦
」
に
は
、

陳
皇
后
が
相
如
に
金
を
賜
っ
て
賦
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
帝
の
寵

愛
を
取
り
戻
し
た
と
い
う
、
史
実
に
合
わ
な
い
序
が
つ
い
て
い
る
。「
長
門

賦
」
の
真
偽
は
と
も
か
く
、
相
如
の
文
学
の
語
ら
れ
方
に
は
、
こ
う
し
た

小
説
的
な
話
柄
を
生
む
よ
う
な
素
地
が
も
と
も
と
存
し
て
い
た
よ
う
だ
。」

（
12
）　

谷
口
洋
「『
史
記
』
司
馬
相
如
列
伝
の
一
面
─
同
時
代
人
は
相
如
を
ど
う

語
っ
た
か
」（『
叙
説
』（
奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
会
）
第

四
一
号
、
二
〇
一
四
年
）
に
『
史
記
』
司
馬
相
如
列
伝
の
物
語
性
に
つ
い

て
指
摘
が
あ
る
。

（
13
）　
「
長
門
賦
」の
序
文
は
以
下
の
通
り
。「
孝
武
皇
帝
陳
皇
后
時
得
幸
、頗
妒
。

別
在
長
門
宮
、
愁
悶
悲
思
。
聞
蜀
郡
成
都
司
馬
相
如
天
下
工
爲
文
、
奉
黄

金
百
斤
爲
相
如
文
君
取
酒
、
因
于
解
悲
愁
之
辭
。
而
相
如
爲
文
以
悟
主
上
、

陳
皇
后
復
得
親
幸
。
其
辭
曰
、（
孝
武
皇
帝
の
陳
皇
后
、
時
に
幸
を
得
る
も
、

頗
る
妒ね
た

む
。
別
に
長
門
宮
に
在
り
て
、
愁
悶 

悲
思
す
。
蜀
郡
成
都
の
司
馬

相
如 

天
下
に
工
に
文
を
爲つ

く

る
を
聞
き
、
黄
金
百
斤
を
奉
じ
て
相
如
と
文
君

の
爲
め
に
酒
を
取
り
、
因
り
て
悲
愁
を
解
く
の
辭
を
于つ
く

ら
し
む
。
而
し
て

相
如
文
を
爲
り
て
以
て
主
上
を
悟
ら
し
め
、
陳
皇
后
復
た
親
幸
せ
ら
る
る

を
得
た
り
。
其
の
辭
に
曰
は
く
、）」

（
14
）　

漢
賦
に
見
え
る
芳
香
表
現
に
つ
い
て
は
狩
野
雄
『
香
り
の
詩
学
─
三
国

西
晋
詩
の
芳
香
表
現
』（
知
泉
書
院
二
〇
二
一
年
）
中
「
第
Ⅰ
部　

香
る
女

性
像
の
系
譜
、
第
一
章　

香
り
を
含
む
女
た
ち
（
一
）
─
先
秦
か
ら
後
漢

の
詩
歌
辞
賦
作
品
」
に
考
察
が
あ
る
。

（
15
）　

例
え
ば
班
固
の
「
両
都
賦
」
や
張
衡
の
「
二
京
賦
」
な
ど
は
宮
殿
か
ら

園
林
へ
と
、
描
写
が
中
央
か
ら
周
辺
に
向
か
う
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。

（
16
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
方
蘊
華
著
・
鈴
木
崇
義
訳
「
漢
大
賦
に
見
え
る
漢
代

長
安
の
社
会
風
俗
と
都
市
精
神
」（
矢
野
建
一
・
李
浩
編
『
長
安
都
市
文
化

と
朝
鮮
・
日
本
』
汲
古
書
院　

二
〇
〇
七
年
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
17
）　
（
唐
）
黄
滔
「
陳
皇
后
因
賦
復
寵
賦
」（『
全
唐
文
』
巻
八
二
二
）。
黃
滔
、



六
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字
は
文
江
。
泉
州
莆
田
（
今
福
建
省
莆
田
縣
）
の
人
。
晩
唐
か
ら
五
代
に

か
け
て
の
人
。
賦
の
本
文
は
以
下
の
通
り
。

 

陳
皇
后
一
鎖
長
門
、
蕭
條
渥
恩
。
欲
寫
退
宮
之
永
恨
、
因
求
體
物
之
嘉
言
。

蜀
郡
才
髙
、
述
遺
芳
於
桃
李
。
漢
皇
心
感
、
歸
舊
職
於
蘋
蘩
。

 

想
夫
跡
墜
城
南
、
寵
移
天
顧
。
難
期
獻
繭
於
春
晝
、
不
忍
解
簪
於
日
暮
。

瓊
樓
寂
寂
、
空
高
於
明
月
秋
風
。
瑶
草
萋
萋
、
莫
輾
於
金
輿
玉
輅
。

 

於
此
蓄
憤
、
夫
何
釋
情
。
犀
浦
有
多
才
之
著
、
上
林
推
獨
步
之
名
。
沽
酒

而
居
、
毎
樂
當
壚
之
事
。
量
金
以
至
、
爰
流
擲
地
之
聲
。

 

於
是
摛
妍
辭
、
貌
濃
黛
。
侔
錦
字
、
陳
綺
態
。
鬱
芬
馥
於
茝
席
、
悄
丁
當

於
珠
佩
。
鵲
巢
入
搆
。
翻
成
別
鶴
之
悲
。
馬
首
虚
瞻
、
不
識
牽
牛
之
會
。

 

振
動
文
苑
、
旋
彰
國
朝
。
既
切
採
蘼
於
藻
麗
、
遂
牽
連
理
於
桃
夭
。
一
旦

惻
聖
鑒
、
錫
嘉
昭
。
已
無
為
雨
之
期
、
空
懸
夢
寐
。
終
自
凌
雲
之
製
、
能

致
煙
霄
。

 

莫
不
傾
北
園
、
駭
南
國
。
絲
蘿
而
昨
日
靡
託
、
珠
翠
而
今
朝
改
色
。
玉
臺

有
恨
、
舞
鸞
之
影
孤
來
。
金
闕
無
恩
、
吐
鳳
之
才
續
得
。

 

設
使
幸
望
顒
若
、
含
情
黙
然
。
擢
髮
同
論
於
漢
殿
、
揮
毫
莫
構
於
巴
川
。

則
此
日
前
魚
、
定
作
小
鱗
而
赴
海
。
寧
令
破
鏡
、
卻
成
圓
月
以
昇
天
。

 

懿
夫
掞
天
之
手
雖
奇
、
麗
水
之
珍
可
博
。
苟
非
茲
賦
之
讚
詠
、
奚
救
當
時

之
黜
削
。
方
今
妃
后
悉
承
歡
、
不
是
後
賢
無
此
作
。

（
18
）　

こ
の
他
に
、『
太
平
廣
記
』
に
も
卷
十
八
「
神
仙
十
八
」
に
「
柳
歸
舜
」

と
い
う
作
品
が
収
録
さ
れ
、
作
品
中
に
「
長
門
賦
」
に
触
れ
て
い
る
場
面

が
あ
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
漢
賦
、「
長
門
賦
」、
司
馬
相
如
、
陳
皇
后
、
漢
の
武
帝


